
京都市立藤森中学校　

　令和７年度　　学校教育構想図（藤中教育の精神） ～今を生き、未来を生きる藤中生のために～

＜長 期 的 目 標＞

こ

安全で安心できる学校をつくるために、教職員の自己研鑽と，
施設・設備の整備・充実に努め、潤いと安らぎのある教育環境をめざす。

学校教育における行動目標

「あいさつ」 「時間」 「授業」 「言葉」
豊かな言葉

● 信頼し合い、安心して学ぶことができる生活の場を築くために

藤森中学校 学校教育目標

人間尊重の精神を基盤とした藤中教育の伝統を継承し、
すべての生徒に、自らの将来を切り拓くことができる力を育む。

◆ 自主 ： 自ら考え、行動できる生徒
◆ 敬愛 ： 自他を大切にする生徒
◆ 挑戦 ： 挑戦し、結果から学ぶ逞しい生徒

子どもは地域で育ち、生きることから・・・ ●地域・家庭との連携を図り、開かれた学校をめざす。
●地域に根ざした特色ある教育活動を推進する。

学校をひらく ～ 地域と家庭との連携

教育環境の条件整備・環境整備

めざす生徒≪協同≫

・子どもの命を守りきる

・安全で安心できる
・ひとり一人を大切にする

・美しく潤いがある
・秩序があり、開かれている

人権教育の目標

・一人ひとりの背景に踏み込んだ生徒理解
・安心と信頼を感じ合える仲間づくり

・感じ学び伝え合う人権学習の実践
・人権文化の構築とその伝承

・生徒理解と信頼関係のもと、心に響く指導の実践

・規範意識の向上と基本的生活習慣の確立
・生徒会を基盤にした自治的な集団づくり

・家庭・地域への発信・連携の強化と小中連携の実践

何事にもあきらめない，粘り強い生徒を育てる

～ 一生懸命がカッコいい ～
・学び合い学習の実践と研究

・道徳教育の実践と研究
・つながりのある教育活動 ＝学校から家庭へ

・長欠生徒への組織的対応

学習指導の目標生徒指導の目標

・つながり合い、学ぶ
・互いを大切にする
・自ら考え、表現し、行動する

・ねばり強く、やりぬく
・決まりを守る

・生徒と常に共に在る
・学び合い、高め合う
・責任感、使命感をもつ
・キャリア教育の視点をもつ

めざす学校≪共同≫ めざす教職員≪協働≫


